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TOP NEWS 

 

○「科目等履修生制度の開設大学一覧」平成 27 年度版を当機構ウェブサイトに掲載 

 

当機構では、科目等履修生として学習することを希望する方々が、大学の学部や大学院研究科を選ぶ

際の参考となるよう、国公私立大学を対象として科目等履修生制度の開設状況の調査を行い、その結果

を取りまとめた上で当機構のウェブサイト 

http://www.niad.ac.jp/n_shuppan/kamokutou/index.html 

で公表しています。 

 

なお、原則として平成 27 年度の開設状況等について掲載するようにしておりますが、調査の時点で

平成 27 年度の計画が未定の場合には、平成 26 年度の実績を掲載しています。 

/n_shuppan/kamokutou/index.html
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評価事業 

 

大学機関別認証評価等について 

 

○平成 26 年度実施大学機関別認証評価に係る評価結果（案）の取りまとめ 

平成 26 年度実施の大学機関別認証評価では、評価部会及び財務専門部会において、これまでの書面

調査及び訪問調査を基に「評価結果（原案）」を作成し、その後、平成 27 年１月 19 日（月）開催の大

学機関別認証評価委員会（第２回）での審議の結果、「評価結果（原案）」が「評価結果（案）」として取

りまとめられました。 

取りまとめられた「評価結果（案）」については、評価プロセスにおいて、その透明性と正確性を確保

するため、平成 27 年１月 23 日付で各対象大学へ通知しました。今後は、「評価結果（案）」に対する

対象大学からの意見の申立ての手続きを経た後、同委員会において、「評価結果」を確定することとなり

ます。 

確定された「評価結果」は、当該対象大学及び設置者へ通知し、文部科学大臣へ報告するとともに、「平

成 26 年度大学機関別認証評価実施結果報告」として印刷物の刊行及び当機構のウェブサイトへの掲載

等により、広く社会に公表することとしています。 

 

 

高等専門学校機関別認証評価等について 

 

○平成２６年度実施高等専門学校機関別認証評価に係る評価結果（案）の取りまとめ 

平成 26 年度実施の高等専門学校機関別認証評価では、評価部会及び財務専門部会において、これま

での書面調査及び訪問調査を基に「評価結果（原案）」を作成し、その後、平成 27 年１月 20 日（火）

開催の高等専門学校機関別認証評価委員会（第２回）での審議の結果、「評価結果（原案）」が「評価結

果（案）」として取りまとめられました。 

取りまとめられた「評価結果（案）」については、評価プロセスにおいて、その透明性と正確性を確保

するため、平成 27 年１月 27 日付で各対象高等専門学校へ通知しました。今後は、「評価結果（案）」

に対する対象高等専門学校からの意見の申立ての手続きを経た後、同委員会において、「評価結果」を確

定することとなります。 

確定された「評価結果」は、当該対象高等専門学校及び設置者へ通知し、文部科学大臣へ報告すると

ともに、「平成 26 年度高等専門学校機関別認証評価実施結果報告」として印刷物の刊行及び当機構のウ

ェブサイトへの掲載等により、広く社会に公表することとしています。 
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法科大学院認証評価について 

 

○平成 26 年度実施法科大学院認証評価に係る評価結果（案）の取りまとめ 

 法科大学院認証評価委員会は、平成 27 年１月 28 日（水）に開催した委員会において、これまで行

われた書面調査や訪問調査を基に、「評価結果（案）」を取りまとめました。 

 取りまとめられた「評価結果（案）」については、評価プロセスにおいて、その透明性と正確性を確保

するため、平成 27 年１月 30 日付で対象法科大学院を置く大学へ通知しました。今後は、「評価結果（案）」

に対する対象法科大学院を置く大学からの意見の申立ての手続きを経た後、同委員会において、「評価結

果」を確定することとなります。 

 確定された「評価結果」は、対象法科大学院を置く大学へ通知し、文部科学大臣へ報告するとともに、

「平成 26 年度法科大学院認証評価実施結果報告」として印刷物の刊行及び当機構のウェブサイトへの

掲載等により、広く社会に公表することとしています。 
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機構の窓 

 

○会議の開催状況 

・大学機関別認証評価委員会 

第２回 平成 27 年１月 19 日（月） 14：00～17：00 

議事 

（１） 評価結果（案）について 

（２） 平成 27 年度 部会の編成について 

（３） その他 

 

・高等専門学校機関別認証評価委員会 

第２回 平成 27 年１月 20 日（火） 14：00～17：00 

議事 

（１） 評価結果（案）について 

（２） 平成 27 年度 評価部会及び専門部会の体制等について 

（３） 第３サイクルに向けた基準改定について 

（４） その他 

 

 

・法科大学院認証評価委員会 

第３回 平成 27 年１月 28 日（水） 15：00～17：30 

議事 

（１） 評価報告書原案（本評価）について 

（２） 教育課程又は教員組織に係る重要な変更及び対応状況報告書の調査結果に対する評価

結果への付記事項について 

（３） 平成 27 年度評価部会等の編成について 

（４） 平成 27 年度に実施する法科大学院評価基準について 

（５） ３巡目に実施する法科大学院評価基準について 

（６） その他 
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主要行事日程 

 

○ Schedule 

2月 

日 行事名 担当課 関連ページ

１３日 学位審査会（平成 26 年度第 4 回） 学位審査課 関連ページ 

２５日 学位記伝達式・講評 学位審査課  

 

３月 

日 行事名 担当課 関連ページ

９日 大学機関別認証評価委員会（第３回） 評価支援課 関連ページ

１０日 高等専門学校機関別認証評価委員会（第３回） 評価支援課 関連ページ

１３日 学位審査会（平成 26 年度第 5 回） 学位審査課 関連ページ

13 日～ 

4 月６日 

平成 27 年度 4 月期 

学位授与電子申請受付期間 
学位審査課  

１８日 法科大学院認証評価委員会（第４回） 評価支援課 関連ページ

２５日 大学ポートレート運営会議（第２回） 大学ポートレー

トセンター 

 

３０日 国立大学教育研究評価委員会（第 40 回） 評価企画課 関連ページ

 

４月 

日 行事名 担当課 関連ページ

１日～ 

７日 

平成 27 年度 4 月期 

学位授与郵送申請受付期間  
学位審査課 
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